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(57)【要約】
　水処理システムは、多様な水処理システムの用途の特
定のニーズに合わせることができる。例えば、水処理シ
ステムは、改造可能なディスプレイ、複数の交換可能な
フィルタ及び殺菌システムを含むことができる。１つの
実施形態において、フィルタ及び殺菌組立体を収容する
容器を、水を容器に供給する土台部から容易に取り外す
ことができる。別の実施形態において、水処理システム
はプレートを含み、プレートは少なくとも１つの電気接
続部を含む。センサ、ディスプレイ等を有する１又は複
数のエレクトロニクスブリックを、各エレクトロニクス
ブリックが前記ブリックと電気的に連通するように、プ
レートに取り外し可能に取り付けることができる。別の
実施形態において、水処理システムは、積み重ね可能か
つ交換可能な１又は複数のフィルタブロックを組み込む
。フィルタブロックは、各濾材を通過して容器に流入す
る水を方向付ける。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水処理システムにおいて、
　　　第一流路及び第二流路を画定する土台と、
　　　前記土台に取外し可能に取り付けられた容器であって、
　　　　　該容器が前記第一流路と流体が流れるようにされた取水口と、
　　　　　前記第二流路と流体が流れるようにされた排水口と、
　　　を有する、
　　　容器と、
　前記容器内部の処理組立体であって、該処理組立体が、前記容器取水口から水を受け取
り、前記水を処理して汚染物質を除去し、かつ処理済水を前記容器排水口に案内すること
ができる、処理組立体と、
　を備える、水処理システム。
【請求項２】
　前記容器が、開口を画定すると共に前記開口を被覆することができる取外し可能な水外
被カバーを含み、
　前記水外被カバーが前記容器取水口と前記容器排水口とを含む、
　請求項１に記載の水処理システム。
【請求項３】
　前記水外被カバーが、第一位置と第二位置との間で移動可能な蝶番式ハンドルを含み、
　前記ハンドルが、前記水外被カバーを前記容器に固定することができる少なくとも１つ
のラッチに取り付けられたカムを含み、
　前記カムが、前記カバーが前記容器に固定される閉鎖位置と前記カバーが前記容器から
取外し可能な開放位置との間で前記ラッチを移動させることができ、
　前記第一位置から前記第二位置への前記ハンドルの移動が、前記ラッチを前記閉鎖位置
から前記開放位置へ移動させる、
　請求項２に記載の水処理システム。
【請求項４】
　前記容器が前記開口に隣接する陥凹部を含み、
　前記水外被カバーが１対の前記ラッチを含み、
　前記閉鎖位置にあるときに前記ラッチが前記陥凹部内部に延び、前記ラッチが各々摺動
部によって前記カムに接続され、
　前記第一位置から前記第二位置への前記ハンドルの移動が、前記カムを回転させて、前
記摺動部を移動させて、それにより前記ラッチを前記開放位置へ移動させる、
　請求項３に記載の水処理システム。
【請求項５】
　前記ハンドルが前記第一位置から少なくとも９０度回転されるまで前記ラッチが移動し
ない、
　請求項４に記載の水処理システム。
【請求項６】
　前記処理組立体が前記容器内部でありかつ前記水外被カバーの下に配置された少なくと
も１つのフィルタ組立体を含み、
　前記フィルタ組立体が、第一端と第二端とを有する濾材と１対のエンドキャップとを含
み、前記第一端及び第二端の各々に前記エンドキャップのうちの１つが位置し、
　前記第一エンドキャップが、前記水外被カバーに対してシールするシール部を含む、
　請求項２に記載の水処理システム。
【請求項７】
　前記取水口へ流入する水が前記濾材を通過して前記容器排水口を通って前記容器から流
出するように、前記シール部が前記容器取水口と前記容器排水口との間で前記水外被カバ
ーと係合する、
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　請求項６に記載の水処理システム。
【請求項８】
　前記処理組立体が少なくとも１つの殺菌組立体を含み、
　前記水外被カバーが前記容器に取り付けられるときに前記殺菌組立体が前記容器内に配
置されるように、前記殺菌組立体が前記水外被カバーに取り付けられる、
　請求項６に記載の水処理システム。
【請求項９】
　前記濾材が内部開口を画定し、
　前記殺菌組立体が前記内部開口内部に位置決めされる、
　請求項８に記載の水処理システム。
【請求項１０】
　前記殺菌組立体がＵＶ電球を含む、
　請求項９に記載の水処理システム。
【請求項１１】
　前記土台部が取付け部と水ルータとを含み、
　前記水ルータが前記第一流路及び前記第二流路を画定し、
　前記水ルータが、前記第一流路が前記容器取水口と連通すると共に前記第二流路が前記
容器排水口と連通する第一位置と、前記第一流路及び第二流路が前記容器取水口及び前記
容器排水口と流体が流れるようになっておらず前記土台部からの前記容器の取外しを可能
にする第二位置との間で移動可能であるように、前記水ルータが前記取付け部に蝶番式に
接続される、
　請求項１に記載の水処理システム。
【請求項１２】
　前記エレクトロニクストレイが開放位置と閉鎖位置との間で枢動することができるよう
に、前記土台部が前記取付け部に蝶番式に接続されたエレクトロニクストレイを含む、
　請求項１１に記載の水処理システム。
【請求項１３】
　前記エレクトロニクストレイが、前記容器内部に位置決めされた殺菌組立体に誘導的に
電力を供給する一次コイルを含む、
　請求項１２に記載の水処理システム。
【請求項１４】
　水処理システムにおいて、
　　　取付け部と前記取付け部に接続された水ルータとを有する土台部であって、
　　　　　前記水ルータが第一及び第二流路を画定し、
　　　　　前記第一及び第二流路の各々が注ぎ口を有する、
　　　土台部と、
　　　カバーを有する容器であって、
　　　　　前記カバーが取水口ポートと排水口ポートとを有し、
　　　　　前記第一流路の注ぎ口が前記取水口ポートと係合すると共に前記第二流路の注
ぎ口が前記排水口ポートと係合するように、前記容器が前記土台部の上に位置決めされ、
　　　　　前記第一及び第二流路の注ぎ口を前記取水口ポート及び排水口ポートとの係合
から取り外して前記容器を前記土台部から取り外すことができるようにするために、前記
水ルータが前記取付け部に対して移動可能である、
　　　容器と、
　　　前記容器内部に配置された濾材及び殺菌装置の少なくとも一方を含む処理組立体と
、
　を備える、
　水処理システム。
【請求項１５】
　水処理システムにおいて、
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　　　処理組立体を収容する容器であって、
　　　　　前記処理組立体が水濾過媒体及び水殺菌組立体の少なくとも一方を含む、
　　　容器と、
　　　前記容器に接続されたプレートであって、
　　　　　前記プレートが少なくとも１つの電気接続部を含む、
　　　プレートと、
　　　エレクトロニクスブリックであって、前記エレクトロニクスブリックが前記ブリッ
クと電気的に連通するように、前記プレートに取外し可能に取り付けられた少なくとも１
つのエレクトロニクスブリックと、
　を備える、
　水処理システム。
【請求項１６】
　前記プレートが、複数の前記エレクトロニクスブリックをスナップ嵌めするように構成
され、
　各エレクトロニクスブリックが、前記プレートに電気的に接続されるように前記プレー
トにスナップ嵌めする、
　請求項１５に記載の水処理システム。
【請求項１７】
　前記エレクトロニクスブリックのうちの１つが、前記処理組立体の特性を表示する可視
ディスプレイを含む、
　請求項１６に記載の水処理システム。
【請求項１８】
　前記プレートが前記プレートに沿って離間された複数の取付け機構を含み、
　前記複数のエレクトロニクスブリックを、前記プレートに沿った様々な位置で前記取付
け機構に交換可能に接続することができる、
　請求項１７に記載の水処理システム。
【請求項１９】
　第一の前記エレクトロニクスブリック及び第二の前記エレクトロニクスブリックが、前
記プレートに沿って離間され、
　前記第一及び第二のエレクトロニクスブリックが各々、幅及び高さを有し、
　前記第一エレクトロニクスブリックと前記第二エレクトロニクスブリックの前記幅が同
じであると共に前記第一エレクトロニクスブリックと前記第二エレクトロニクスブリック
の前記高さが互いに異なる、
　請求項１８に記載の水処理システム。
【請求項２０】
　前記処理組立体が、
　　　前記処理組立体内部の水の少なくとも１つの特性を測定するセンサと、
　　　前記センサに接続された情報チップと、
　を含み、
　前記エレクトロニクスブリックのうちの１つが、前記処理組立体の前記情報チップと通
信する或る情報チップを含む、
　請求項１７に記載の水処理システム。
【請求項２１】
　前記容器が、開口を画定する上縁と、前記開口に対向する床部と、前記システムへの未
処理供給水を受け取る取水口と、前記システムから処理済水を分注する排水口とを含み、
　前記取水口及び前記排水口が前記床部に隣接して配置される、
　請求項１５に記載の水処理システム。
【請求項２２】
　前記取水口及び排水口が、単一の一体部品として前記容器と一体的に形成される、
　請求項２１に記載の水処理システム。
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【請求項２３】
　前記開口を被覆することができる水外被カバーを含み、
　前記水外被カバーが、前記取水口及び前記処理組立体と流体が流れるようになっている
第一流路と、前記排水口及び前記処理組立体と流体が流れるようになっている第二流路と
を画定する、
　請求項２２に記載の水処理システム。
【請求項２４】
　前記処理組立体が殺菌組立体を含み、
　前記水外被カバーが前記殺菌組立体への取り付けのための中央開口を画定する、
　請求項２３に記載の水処理システム。
【請求項２５】
　前記処理組立体が濾材を含み、
　前記濾材が前記殺菌組立体を受け取る内部開口を含む、
　請求項２４に記載の水処理システム。
【請求項２６】
　前記濾材が第一端を有し、
　前記第一端の上に第一エンドキャップが嵌合され、
　前記第一エンドキャップが前記容器に対してシールする周囲シールを含む、
　請求項２５に記載の水処理システム。
【請求項２７】
　前記第一エンドキャップが、第一材料から形成された中央部と前記中央部の周囲の周り
に延びる周囲シール部とを含み、
　前記周囲シール部が前記第一材料よりも柔軟な第二材料から形成される、
　請求項２６に記載の水処理システム。
【請求項２８】
　水処理システムにおいて、
　　　開口を画定する上縁と、
　　　床部と、
　　　前記上縁と前記床部との間に延びる側壁と、
　　　前記側壁に画定された第一流路と、
　　　前記第一流路から離れて前記側壁に画定される第二流路と、
　を有する容器であって、
　　　前記流路が前記容器と一体的に形成される、
　容器を備える、
　水処理システム。
【請求項２９】
　水処理システムにおいて、
　　　開口を形成する頂縁と、床部と、前記頂縁から前記床部まで延びる側壁とを有する
容器と、
　　　前記容器内に配置されたバッフルであって、
　　　　　該バッフルが前記側壁から離間される、
　　　バッフルと、
　　　前記容器内部のフィルタブロックであって、
　　　　　該フィルタブロックが、濾材と、前記濾材の頂表面の上エンドキャップと、前
記濾材の底表面の下エンドキャップとを含み、
　　　　　前記上及び下エンドキャップの一方が前記バッフルに対してシールし、前記上
及び下エンドキャップの他方が、前記側壁に対してシールして、前記開口を通過して前記
容器へ流入する水を、前記上エンドキャップを横切って各濾材を通過するように方向付け
る、
　　　フィルタブロックと、
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　を備える、
　水処理システム。
【請求項３０】
　複数の前記フィルタブロックが前記容器内部で積み重ねられ、
　前記容器へ流入する水が、各前記フィルタブロックの前記上エンドキャップを横切って
各前記フィルタブロックの前記濾材を通過して流れるように方向付けられるために、各前
記フィルタブロック同士の間にスペーサが位置決めされる、
　請求項２９に記載の水処理システム。
【請求項３１】
　前記容器が前記開口を被覆する水外被カバーを含み、
　前記水外被カバーが、供給水を受け取る取水口ポートと前記容器内部に延びる排水口ポ
ートとを含む第一流路を画定し、
　前記水外被カバーが、前記容器内部に延びる取水口ポートと処理済水を分注するための
前記容器外側の排水口ポートとを含む第二流路を画定する、
　請求項３０に記載の水処理システム。
【請求項３２】
　前記第一流路排水口が、前記バッフルと前記側壁との間に位置決めされて、前記積み重
ねられたフィルタブロックのうちの１つの前記上エンドキャップ上に水を方向付け、
　前記第二流路取水口が、前記バッフル内部に位置決めされて、前記バッフルを通過して
流れる水を受け取る、
　請求項３１に記載の水処理システム。
【請求項３３】
　前記バッフルが中空であると共に前記床部に対面する第一開口を含み、
　水が前記フィルタブロックを通過した後に前記第一開口を通過して流れるように、前記
第一開口が、前記積み重ねられたフィルタブロックのうちの１つの下エンドキャップと流
体が流れるようになっている、
　請求項３２に記載の水処理システム。
【請求項３４】
　前記中空バッフル内部に殺菌組立体を含む、
　請求項３３に記載の水処理システム。
【請求項３５】
　前記殺菌組立体が前記水経路設定外被に取り付けられる、
　請求項３４に記載の水処理システム。
【請求項３６】
　前記殺菌組立体がＵＶ電球を含むＵＶリアクタである、
　請求項３５に記載の水処理システム。
【請求項３７】
　前記バッフルが突起体及び切欠きの少なくとも一方を含み、かつ前記フィルタブロック
が前記突起体及び前記切欠きの他方を含み、
　前記突起体が、前記切欠きと嵌合して、前記フィルタブロックを前記バッフルに整列さ
せる、
　請求項３０に記載の水処理システム。
【請求項３８】
　前記バッフルが前記バッフルから延びるクリップを含んで、前記フィルタブロックを前
記容器から容易に取り外せるように前記フィルタブロックを前記バッフル上に保持する、
　請求項３０に記載の水処理システム。
【請求項３９】
　前記水外被カバーが、前記水外被カバーに対して枢動するハンドルと、圧縮リングと、
シールプレートとを含み、
　前記ハンドルの枢動によって、前記プレートが前記カバーの方向へ引っ張られて、前記
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シールプレートと前記カバーとの間で前記圧縮リングを圧縮し、
　前記圧縮リングが外向きに拡張して、前記容器の前記側壁と係合する、
　請求項３１に記載の水処理システム。
【請求項４０】
　水処理システムにおいて、
　　　容器であって、供給取水口と、処理済水排水口と、前記容器内部に延びるバッフル
とを有する容器と、
　　　前記容器内部に積重ねられて位置決めされた複数のフィルタブロックであって、
　　　　　各前記フィルタブロックが濾材と、頂表面と、底表面とを有し、
　　　　　各フィルタブロックの前記頂表面及び前記底表面が相互にオフセットして、前
記頂表面及び前記底表面の一方が前記バッフルに対してシールし、前記頂表面及び前記底
表面の他方が前記容器に対してシールし、それにより、前記フィルタブロックが、前記供
給取水口から各前記フィルタブロックの前記濾材を通過して前記排水口まで延びる流体流
路を形成する、
　　　フィルタブロックと、
　を備える、
　水処理システム。
【請求項４１】
　水処理システムにおいて、
　　　第一流路及び第二流路を画定する第一部分と、
　　　前記土台部に取外し可能に取り付けられた第二部分であって、
　　　　　該第二部分が、前記第一流路と流体が流れるようになっている取水口と前記第
二流路と流体が流れるようになっている排水口とを有する容器を含む、
　　　第二部分と、
　　　前記容器内部の処理組立体であって、
　　　　　該処理組立体が、前記容器取水口から水を受け取り、前記水を処理して汚染物
質を除去し、かつ前記処理済水を前記容器排水口へ案内することができる、
　　　処理組立体と、
　を備える、
　水処理システム。
【請求項４２】
　前記第一流路を通過して流れる水の特性を測定するために前記第一流路に沿って位置決
めされた第一センサと、前記第二流路を通過して流れる水の特性を測定するために前記第
二流路に沿って位置決めされた第二センサとを含む、
　請求項４１に記載の水処理システム。
【請求項４３】
　前記第一流路に沿って位置決めされた遮断弁を含み、
　前記容器内部に水が流入するのを阻止するために前記遮断弁を閉鎖することができる、
　請求項４１に記載の水処理システム。
【請求項４４】
　前記遮断弁がスイッチに接続され、
　前記スイッチが、前記第二部分が前記第一部分から取り外されると前記弁を閉鎖するよ
うに作動する、
　請求項４３に記載の水処理システム。
【請求項４５】
　前記第二流路に沿って位置決めされたポンプを含み、
　前記ポンプが水を前記排水口から汲み出すために作動可能である、
　請求項４４に記載の水処理システム。
【請求項４６】
　二次処理組立体を含み、
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　前記二次処理組立体が前記取水口及び前記排水口の少なくとも一方に接続される、
　請求項４１に記載の水処理システム。
【請求項４７】
　前記二次処理組立体が前記取水口に接続され、
　前記二次処理組立体が、前記取水口を通過して流れる水から汚染物質を除去することが
できる濾材を含む、
　請求項４６に記載の水処理システム。
【請求項４８】
　前記二次処理組立体が前記排水口に接続され、
　前記二次処理組立体が、水に希望の成分を付加することによって前記排水口から流出す
る水を処理することができる、
　請求項４６に記載の水処理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水処理システム（ＷＴＳ）ユニット、さらに具体的には家庭用または商業用
使用時点ＷＴＳユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　水処理システムは、一般に、配水システムにおいて水を処理するのに使用される。水処
理システムは、人間の消費に使用される水から病原菌、化学汚染物質及び濁りを除去する
。水処理システムは、水が水供給源から水処理システムを通過して配給箇所例えば建物内
の水栓まで流れるときに、水を処理するために、濾過要素、イオン交換要素、紫外線放射
要素等を採用することができる。
【０００３】
　従来の水処理システムは、公共または民間の加圧水供給源を配水システムに接続する。
例えば、住宅または営業に使用されるタイプのカウンター下水処理システムは、加圧水供
給ラインと水栓との間で流体が流れるようにする。処理システムは、水が処理システムを
通過して流れると、水栓から水が出る前に水を処理する。
【０００４】
　典型的なＷＴＳユニットは、水供給源からの未処理水用取水口と、汚染物質を濾過する
濾過システムと、他の汚染物質を処理または除去する殺菌システムと、水栓または飲用デ
ィスペンサ、製氷機、コーヒーメーカもしくはその類似品などの下流装置へ処理済水を移
送する排水口を含む。ＷＴＳユニットは、水質、使用時間及びフィルタ寿命などの様々な
状態を消費者に表示するディスプレイ及びユーザーインターフェイスを有することが多い
。
【０００５】
　水処理システムの現在の型は汚染物質の除去及び処理の点では効果的になったが、ほと
んどの型が、濾過、殺菌及びデザインに関して「フリーサイズ」（ｏｎｅ　ｓｉｚｅ　ｆ
ｉｔｓ　ａｌｌ）であるという共通の欠点に悩まされている。例えば、ほとんどの型が、
１つの特定の濾過ユニット及び１つの特定の殺菌ユニットの両方又は一方を使用すること
ができるように構成される。これらの型は多くの水のタイプ及び用途に対して十分に働く
が、ユーザーは特殊なニーズに合わせてこれらを構成し又は適合させることができない。
さらに、ほとんどのＷＴＳユニットは、これが使用されることになる用途に関係なく、特
殊なディスプレイ構成及び特殊な外部ハウジング構成と共に設計される。その結果、カウ
ンター上で使用されるＷＴＳユニットは、大型の画像ディスプレイなどの最も望ましい外
観を持つことができず、カウンター下用に取り付けられた装置は保守のためにアクセスす
るのが困難であるおそれがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００６】
【特許文献１】米国特許第６８２５６２０号明細書
【特許文献２】米国特許第６４５１２０２号明細書
【特許文献３】米国特許第６３６８５０４号明細書
【発明の概要】
【０００７】
　本発明の実施形態は、多様な水処理システムの用途の特定のニーズに合わせることがで
きる水処理システムを提供する。水処理システムは、改造できるディスプレイ、複数の交
換可能なフィルタ及び殺菌システムを含むことができる。
【０００８】
　１つの実施形態において、水処理システムは、土台から容易に取り外して、例えばフィ
ルタ交換のために異なる場所に移動することができる処理組立体を収容する容器を提供す
ることによって、特に、到達困難な設置場所に適する。土台は、容器の中へ及び外へ水を
方向付けるために、第一流路と第二流路とを含むことができる。容器が土台に配置される
ときに、容器の取水口は第一流路と流体が流れるようになっており、容器の排水口は第二
流路と流体が流れるようになっている。土台から容器を取り外せるように、土台の一部を
移動可能にすることができる。
【０００９】
　別の実施形態において、水処理システムは、さらに目に付く設定で設置するために、美
的に快い外部構成を提供する。水処理システムは、この場合にも、水濾過媒体または水殺
菌組立体などの処理組立体を収容する容器を含む。プレートは、容器に接続され、少なく
とも１つの電気接続を含む。エレクトロニクスブリック（ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　ｂｒ
ｉｃｋ）がプレートと電気的に連通するように、少なくとも１つのエレクトロニクスブリ
ックがプレートに取外し可能に取り付けられる。エレクトロニクスブリックは電子回路を
含み、フィルタまたは殺菌組立体、画像ディスプレイ及びその他の機構と通信するセンサ
を含むことができる。１つの実施形態において、プレートは、様々なサイズのエレクトロ
ニクスブリックにスナップ嵌めできるようにプレートに沿って離間された一連の取付け部
材を含む。ユーザーの希望の用途に合わせるために、複数のエレクトロニクスブリックを
プレート上に構成することができる。
【００１０】
　別の実施形態において、水処理システムは、１または複数の積重ね可能かつ交換可能な
フィルタブロックを組み込む。フィルタブロックは、ユーザーが水中において特に一般的
な特定のタイプの汚染物質を除去するために、処理システムを構成することができるよう
にする。この実施形態において、容器内部にバッフルを位置決めすることができる。フィ
ルタブロックは容器内部で積み重ねられ、各フィルタブロックは、濾材と、濾材の頂表面
の上エンドキャップと、濾材の底表面の下エンドキャップを含む。上及び下エンドキャッ
プは各濾材を通過する流路を形成するように構成される。例えば、上エンドキャップはバ
ッフルに対してシールし、下エンドキャップは容器の側壁に対してシールして、容器へ流
入する水を各フィルタブロックの上エンドキャップを横切って各濾材を通過するように方
向付ける。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第一の実施形態によるＷＴＳの斜視図。
【図２】発明の第一の実施形態によるＷＴＳの背面斜視図。
【図３】部分的開放位置のＷＴＳの図。
【図４】部分的開放位置のＷＴＳの別の図。
【図５】部分的開放位置のＷＴＳの別の図。
【図６】主ハウジング部分が部分的に取り外されたＷＴＳの図。
【図７】主ハウジング部分が部分的に取り外されたＷＴＳの分解図。
【図８】ＵＶ電球（ｂｕｌｂ）が部分的に取り外されたＷＴＳの図。
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【図９】フィルタ組立体が取り外されたＷＴＳの図。
【図１０】別のディスプレイカバーを持つＷＴＳの斜視図。
【図１１】本発明の第二実施形態によるＷＴＳの斜視図。
【図１２】本発明の第二実施形態によるＷＴＳの底面斜視図。
【図１３】本発明の第二実施形態によるＷＴＳの背面斜視図。
【図１４】本発明の第二実施形態によるＷＴＳの分解図。
【図１５】頂部が取り外された、本発明の第二実施形態によるＷＴＳの斜視図。
【図１６】ＵＶ電球が部分的に取り外された本発明の第二実施形態によるＷＴＳの斜視図
。
【図１７】水経路設定外被及び殺菌組立体が部分的に取り外された、本発明の第二実施形
態によるＷＴＳの斜視図である。
【図１８】フィルタ組立体が部分的に取り外された、本発明の第二実施形態によるＷＴＳ
の斜視図。
【図１９】フィルタ組立体の分解図。
【図２０】第二実施形態の別の分解図。
【図２１】エレクトロニクスブックの分解図。
【図２２】第二実施形態の土台組立体の部分分解図。
【図２３】第二実施形態の上蓋の分解図。
【図２４】ＵＶ電球組立体の分解図。
【図２５】別のフィルタ組立体の分解図。
【図２６】外被プラグが取り外された水経路設定外被の図。
【図２７】本発明の第三実施形態によるＷＴＳの斜視図。
【図２８】別の上キャップを持つＷＴＳの斜視図。
【図２９】ＷＴＳの背面斜視図。
【図３０】チューブコネクタが取り外されたＷＴＳの背面斜視図。
【図３１】ＷＴＳの分解図。
【図３２】フィルタ組立体を通過する流れを示す断面図。
【図３３】ＷＴＳの部分的分解図である。
【図３４】ＷＴＳのフィルタ組立体の斜視図。
【図３５】フィルタ組立体の分解図。
【図３６】フィルタ組立体の別の分解図。
【図３７】ＵＶ組立体の分解図。
【図３８】本発明の第四実施形態によるＷＴＳの斜視図。
【図３９】本発明の第四実施形態によるＷＴＳの分解図。
【図４０】本発明の第四実施形態によるＷＴＳの別の分解図。
【図４１】第四実施形態の土台部の分解図。
【図４２】本発明の第五実施形態の斜視図。
【図４３】エレクトロニクス部が処理部から分離された本発明の第五実施形態の斜視図。
【図４４】閉鎖蓋（ｃｌｏｓｕｒｅ　ｌｉｄ）が開放位置に枢動させられた、本発明の第
五実施形態の斜視図。
【図４５】本発明の第五実施形態の処理部の分解図。
【図４６】本発明の第五実施形態の処理部の断面図。
【図４７】フィルタ組立体の分解図。
【図４８】フィルタ組立体の斜視図。
【図４９】ディスプレイが取り外された第五実施形態の斜視図。
【図５０】ディスプレイが取り外された第五実施形態の底面斜視図。
【図５１】第五実施形態の底面斜視図。
【図５２】鉛直旋回取付け台を含む第五実施形態の底面斜視図。
【図５３】処理部が取り外された第五実施形態の底面斜視図。
【図５４】圧力容器が部分的に取り外された、水平取付けブラケットを含む第五実施形態
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の斜視図。
【図５５】水平取付けブラケットを含む第五実施形態の背面斜視図。
【図５６】二次フィルタハウジングを含む第五実施形態の正面斜視図。
【図５７】二次処理部が取り外された第五実施形態の分解図である。
【図５８】二次処理部の分解図。
【図５９】分注アタッチメントを含む第五実施形態の斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本出願は、使用時点水処理システム（ＷＴＳ）の複数の実施形態を開示する。本出願に
おいて開示される実施形態はＷＴＳの様々な構成を提供し、その各々が、特定のユーザー
のニーズまたは要求に合わせて改変できるモジュール式要素を利用する。各実施形態は異
なる組合せの特徴及び要素を持つものとして開示されるが、開示される特徴の組合せはい
ずれも１つの実施形態に限定されないものと理解されるべきである。
【００１３】
　Ｉ．第一実施形態
【００１４】
　本発明の１つの実施形態による使用時点水処理システムを図１～１０に示し、全体を参
照番号１０で示す。
【００１５】
　図１～１０に示されている実施形態は、土台部１４から速やかにかつ容易に取り外せる
主ハウジング１２を持つＷＴＳを提供する。これによって、ユーザーは、（一般に、シン
ク下など特に接近しにくい場所に取り付けられる）土台部１４から主ハウジング１２を切
り離して、保守のためにさらに快適な場所にハウジングを移動させることができる。
【００１６】
　図１及び２を参照すると、主ハウジング１２は、バケツ１６と水外被カバー１８とを含
む。土台部１４は、概して、バックボーン２４、と、バックボーン基部２６と、バックボ
ーン頂部２８とを含む。水ルータ３５及びエレクトロニクストレイ４７を各々開放位置に
枢動して主ハウジング１２から簡単に取り外せるように、水ルータ３５及びディスプレイ
カバー４９を持つエレクトロニクストレイ４７も、蝶番式に土台に取り付けられる。これ
より図３を参照すると、バケツ１６は、一方の端に開口３０を持つほぼ円筒形の容器であ
る。バケツ１６の側壁３２は、開口３０を画定する上縁３４を含む。図解される実施形態
において、側壁３２は上縁３４に隣接してバケツ１６の円周に沿って延びる陥凹部３６を
含む。
【００１７】
　図解される実施形態において、バックボーン土台部２６は、バックボーン２４の下縁２
３に取り付けるものであり、土台部１４を取付け表面（図示せず）に取り付けかつ主ハウ
ジング１２を支持する構造を提供する。１つの実施形態において、ＷＴＳ１０は、バック
ボーン土台部２６を含まなくてもよく、代わりに、バックボーン２４自体または土台部１
４の別の部分を取付け表面に取り付けることができる。示されるように、バックボーン２
４は主ハウジング１２とほぼ同じ高さであり、バックボーン頂部２８に取り付けるように
構成された頂縁２５を含む。バックボーン頂部２８は、バックボーン２４の頂縁２５に着
座する下面３１と、蝶番式水ルータ３５を受け取る第一蝶番受け口３３と、蝶番式エレク
トロニクストレイ４７及びフリップディスプレイ４９を受け取る第二蝶番受け口３７とを
含む。バックボーン２４は、土台１４上に主ハウジング１２を適切に位置決めするように
、水外被カバー１８の穴２７または陥凹部と嵌合するバックボーン頂部２８から上向きに
延びる突起体２１を含むことができる。
【００１８】
　図３～６に示されるように、水ルータ３５は、ＷＴＳ１０への及びこれからの水の出入
りの経路を設定する２つの内部溝を形成する。第一溝５１は、ルータ３５の一方の端の管
状排水口蝶番部材５３及びルータ３５のほぼ中央の排水口ボス５５と流体が流れるように
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相互接続される。第二溝５７は、ルータ３５の一方の端の管状取水口蝶番部材５９及び反
対側の端の取水口ボス６１と流体が流れるように相互接続される。管状蝶番部材５３及び
５９は、例えば受け口３３の対向する側にスナップ嵌めすることによって、第一蝶番受け
口３３と嵌合し、水ルータ３５とも嵌合し、その結果、水ルータは、図３に示されている
第一（または「閉鎖」）位置と図４～６に示されている第二（または「開放」）位置との
間で蝶番部材５３、５９回りに枢動することができる。水ルータ３５の上に水ルータカバ
ー６７を取り付けて、水ルータ３５を閉鎖しシールすることができる。図７に示されてい
るチューブコネクタ６５などの多様なチューブコネクタを管状蝶番部材５３，５９の端部
に接続して、ＷＴＳを従来の配管（図示せず）の端部に取り付けることができる。図２に
示されている別のチューブコネクタ６９は、取水口または排水口の管状蝶番と流体が流れ
るように連通している１又は複数の追加のポート７１を含むことができ、飲料ディスペン
サなどの下流の装置、または別の水処理ステージ若しくは水処理装置などの上流の装置に
容易に接続することができるようにする。
【００１９】
　１つの実施形態において、エレクトロニクストレイ４７は、バックボーン頂部２８の第
二蝶番受け口３７内部に延びる蝶番部７３を含み、エレクトロニクストレイ４７が図２に
示されている第一（「閉鎖」）位置と図３～６に示されている第二（「開放」）位置との
間で枢動できるように、エレクトロニクストレイ４７をバックボーン頂部２８に枢動可能
に接続する。図７に示されているように、１つの実施形態において、エレクトロニクスト
レイ４７は、電源、センサ、コントローラ及び関連回路などの、ＷＴＳが利用できる多様
な電子要素を収容する内部キャビティ７５を含む。１つの実施形態において、ＷＴＳは、
特許文献１（その内容は参照することによって本明細書に組み込まれる）において開示さ
れるような誘導結合安定器回路（ｉｎｄｕｃｔｉｖｅｌｙ　ｃｏｕｐｌｅｄ　ｂａｌｌａ
ｓｔ　ｃｉｒｃｕｉｔ））を利用して、ＵＶ殺菌モジュール用のＵＶランプを含む１また
は複数の要素に電力を供給することができる。誘導結合安定器回路は、ワイヤまたははん
だ付けリード線など直接的な電気接続なしに、かつプラグまたはその他のコネクタなどの
取外し可能な電気接続なしに電源と負荷装置との間の電気的な接続を可能にする。（一次
コイルを含む）安定器回路をエレクトロニクストレイ４７に収容することができる。図７
に示されている実施形態において、ＵＶランプへ電力を供給する安定器回路は概略的に円
筒形ディスク８１として図示される。これはエレクトロニクストレイ４７に収容される。
【００２０】
　ディスプレイカバー４９は、例えばエレクトロニクストレイ４７へのスナップ嵌めによ
ってまたはネジもしくは別の締結方法によって、エレクトロニクストレイ４７と嵌合する
サイズを有する。ディスプレイカバー４９は、フィルタの状態、電源の状態及び水質など
のＷＴＳに関する多様な特性を表示するＬＣＤディスプレイまたは別の従来のディスプレ
イなどの広く多様なディスプレイを、ディスプレイカバー４９の側縁部８３に収容するこ
とができる。図１０に示されている１つの実施形態において、ディスプレイカバー４９は
ドーム形上面８５を含むことができる。ドーム形上面は、上面８５に直接にまたは上面を
介してディスプレイを含むために透明であるか透明部を含むことができる。１つの実施形
態において、ディスプレイカバー４９はエレクトロニクストレイ４７内部で回転すること
ができ、ユーザーがディスプレイを見て取るための方向を調整することができる。
【００２１】
　水外被カバー１８は、バケツ１６の上端３４に覆いかぶさって嵌合し、バケツ１６を閉
鎖し、取水口及び排水口を提供する。図解されているように、水外被カバー１８は、カバ
ー１８の互いに対向する側に位置決めされた１対の摺動クロージャ３８、３９を含む。摺
動クロージャ３８、３９を、ハンドル４０の移動によって、図４に示されている閉鎖位置
と、図５～６に示されている中間位置と、図９に示されている開放位置との間を摺動する
ように作動することができる。各摺動クロージャ３８，３９は、１対の脚４１を含み、脚
４１は水外被カバー１８のスロット４３内に摺動可能に受け取られる。図７を参照すると
、ハンドル４０は、ハンドル４０の互いに対向する側に１対のカム４２、４４を含む。カ
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ム４２、４４は、水外被カバー１８の凹部４６、４８内部で嵌合し、スナップカバー５０
によって所定の位置に保持される。カム４２、４４は、摺動リンク５２、５４、５６及び
５８によって摺動クロージャ３８、３９に接続される。特に、摺動リンク５２の一方の端
の突起体６０は、摺動クロージャ３９の一方の端の細長いスロット７０内部で嵌合し、摺
動リンク５２の反対側の端の突起体６２はカム４２の穴内部で嵌合する。同様に、摺動リ
ンク５４の一方の端の突起体６６は、摺動クロージャ３８の細長いスロット７２内部で嵌
合し、摺動リンク５４の反対側の端の突起体６４はカム４２の背面の穴（図示せず）内部
で嵌合する。摺動リンク５６、５８は、同じ構成でカム４４及び摺動クロージャ３８、３
９の細長いスロット７６、７８に取り付けられる。このような配置によって、ハンドル４
０及びカム４２、４４が閉鎖位置へ回転すると、摺動リンク５２、５４，５６及び５８が
閉鎖するように摺動クロージャ３８、３９を引っ張り、さらに、ハンドル４０及びカム４
２、４４が開放位置へ回転すると、摺動リンクが延びて摺動クロージャ３８、３９を押し
開く。スロット７０、７２、７６及び７８が細長い形状により、スロット内での摺動リン
ク５２、５４、５６、５８のある程度の移動が可能であり、その結果、ハンドルを回転し
て約９０度を越えて開くまで、摺動クロージャ３８、３９は閉鎖位置にとどまる。このよ
うにして、図５及び６に示されているように、ハンドル４０を９０度の位置へ開いたとき
のみ、ハンドル４０を用いて、主ハウジング１２の全体を持ち上げることができる。
【００２２】
　さらに、水外被カバー１８は、バケツ１６の内側へのアクセスポートを提供する。図４
に示されているように、１つの実施形態において、水外被カバー１８は、未処理水をバケ
ツ１６の中へ供給する取水口ポート８０と、処理済水をバケツ１６から出す排水口ポート
８２とを含む。水ルータ３５が第一（すなわち閉鎖）位置へ枢動されると、取水口ボス６
１が水外被カバー１８の取水口ポート８０へ挿入され、かつ排水口ボス５５が水外被カバ
ー１８の排水口８２に挿入されて、管状取水口蝶番部材５９、取水口溝５７及び取水口ボ
ス６１を介してＷＴＳ１０へ流体が流入できるようにすると共に排水口ボス５５、排水口
溝５１及び管状排水口蝶番部材５３を介してＷＴＳ１０から流体が流出できるようにする
。さらに、水外被カバー１８は、ＵＶランプ１２２の挿入及び取外しのためのアクセスポ
ート８４を含む（以下にさらに詳しく記載される）。図８は、アクセス口８４を介して水
外被カバー１８から部分的に取り外されたＵＶランプ１２２を示す。
【００２３】
　ＷＴＳ１０には、システムを通過するように配向された水を処理する多様な濾過装置及
び殺菌装置の両方又は一方を設けることができる。１つの実施形態において、ＷＴＳ１０
は、バケツ１６の内部に嵌合するサイズを有する一次フィルタ組立体１００及び殺菌組立
体１２０を含み、それにより、各組立体１００、１２０を通過するように水の経路を設定
して、処理済水としてＷＴＳ１０を出る前に汚染物質を除去し微生物を無力化することが
できる。
【００２４】
　１つの実施形態において、フィルタ組立体１００は円筒形のカーボンブロックフィルタ
組立体であり、殺菌組立体１２０は、Ｋｕｅｎｎｅｎによる特許文献２（その内容は参照
することにより本明細書に組み込まれる）で開示された構成と同様の、円筒形カーボンブ
ロックの中央部内部に位置決めされたＵＶランプ組立体である。図解されている実施形態
において、フィルタブロック１００は、濾材１０２と１対のエンドキャップ１０４、１０
６とを含む。１つの実施形態において、弾性エラストマまたはゴムなどの弾性材料からエ
ンドキャップ１０４、１０６を形成することができる。弾性材料は、水外被カバー１８が
バケツ１６の開口３０に覆いかぶさって閉鎖されたときに、水外被カバー１８とバケツ１
６の底部との間に漏出防止シールを形成する。水から希望の量またはタイプの粒子を濾過
するために、濾材１０２は多様な形態を持つことができ、多様な材料から濾材を形成する
ことができる。１つの実施形態において、濾材１０２は、Ｋｕｅｎｎｅｎによる特許文献
３（その内容は参照することにより本明細書に組み込まれる）において開示されたカーボ
ンブロックフィルタなどのカーボンブロックフィルタである。カーボンブロックは活性炭
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粒子と結合材とを含み、活性炭粒子は、約６０ミクロンから約８０ミクロンの範囲の平均
粒径を有し、かつ活性炭粒子は、約１４０メッシュよりも大きい活性炭粒子が約１０質量
％以下でありかつ約５００メッシュよりも小さい活性炭粒子が１０質量％以下である粒子
サイズ分布を有する。あるいは、濾材１０２には互いに異なる炭素混合を提供することが
できる。さらに別の形態において、濾材１０２を、プリーツ付きペーパーフィルタなどペ
ーパーフィルタ、プリーツ付き織物フィルタ、樹脂ビーズ材料または中空ファイバ薄膜フ
ィルタなど別のタイプの濾材とすることができる。１つの実施形態において、１つの濾材
が第二の濾材の少なくとも一部の外面の周りに拡がるように、２つ以上のタイプの濾材を
層状構成で設置することができる。外側のフィルタ層を内側のフィルタ層に一体的に取外
し可能なフィルタブロックとして取り付けるか、内側層の外面の周りに挿入することがで
きる別個に取外し可能な円筒体として設置することができる。１つの特定の実施形態は、
カーボンブロックの周りに拡がるプリーツ付き織物プレフィルタ（図示せず）を含む。図
解される実施形態において、フィルタ組立体１００の上エンドキャップ１０４はフランジ
１０８を含み、フランジ１０８は、上向きに延び、カバー１８が所定の位置にあるときに
水外被カバー１８に対してシールする。フランジ１０８は水外被カバー１８の取水口ポー
ト８０の内側に位置決めされ、バケツへ入る水が、濾材１０２を通過して半径方向内向き
に流れる前に、濾材１０２とバケツ１６の側壁３２との間の濾材１０２外側の周りを流れ
るようにする。１つの実施形態において、ＷＴＳ１０には、フィルタ組立体１００のみを
設けて、殺菌組立体１２０を設けなくてもよい。この実施形態においては、濾材１０２を
通過して流れる水は、濾材１０２を半径方向内向きに流れて、濾材１０２の中央部内部の
中空スペースへ流入し、排水口ポート８２を通って出て行く。
【００２５】
　図解される実施形態において、任意選択の殺菌組立体１２０は紫外線（ＵＶ）リアクタ
である。Ｋｅｕｎｎｅｎによる特許文献２に開示されたＵＶリアクタを含む、水処理に使
用される多様なＵＶリアクタが公知であり、これらをＷＴＳ１０に使用することができる
。ＵＶ組立体は、ＷＴＳ１０を通過する多くの微生物を無力化するのに必要な紫外線放射
を提供する。図７に示されるように、ＵＶリアクタ１２０は、ＵＶランプ１２２と、水晶
管１２４と、ＵＶリアクタバッフル１２６と、バッフルシート１２７と、二次エレクトロ
ニクス１２８と、リアクタハウジング１２９と、ＵＶランプカバー１３０とを含む。
【００２６】
　ＵＶランプ１２２は、２つの並列の発光電球１３２を含み、電球は二次コイルを含む二
次エレクトロニクスに電気的に接続され、その結果、ＵＶランプ上方に位置決めされたエ
レクトロニクストレイ４７内部に位置する一次エレクトロニクス８１と二次エレクトロニ
クス１２８との間の電気接続を介して電球に誘導的に電力を供給することができる。ＵＶ
ランプは、水外被カバー１８のＵＶアクセスポート８４を介してＵＶランプ１２２を挿入
し取外すことによって、ＵＶリアクタの残り部分及びＷＴＳ１０から個別に取外し可能で
ある。ランプ１２２が挿入されると、ＵＶランプの二次エレクトロニクス１２８は水外被
カバー１８の凹部１３４内部に嵌合し、ＵＶランプカバー１３０によって被覆され、この
カバーは凹部１３４内の所定の位置にスナップ嵌めすることができる。残りの要素は、円
筒形濾材１０２の内部開口１３５内部に嵌合する。
【００２７】
　ＵＶリアクタハウジング１２９は一般的には、リアクタハウジングが開口１３５内部に
嵌合するように、濾材１０２の開口１３５の直径よりもわずかに小さい直径を持つ円筒形
のものである。示されているように、リアクタハウジング１２９は、ハウジング１２９の
上縁から外向きに延びる１対のタブ１４０を含む。タブ１４０はバッフルシート１２７と
係合して、ＵＶ組立体を整列させる。リアクタハウジング１２９は、さらに、ハウジング
１２９の下縁に切欠き部１４２を含み、ＵＶ組立体１２０のための水経路の取水口を提供
する。取水口のサイズはＵＶリアクタを通過する希望の水の流量次第で変えることができ
る。バッフル１２６は、概して、ベース１４４と、ベース１４４から上向きに延びるツメ
１４６とを含む。ツメは、リアクタハウジング１２９と水晶管１２４との間のスペーサと
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して作用し、複数室水流路を提供する。図示されているように、各ツメ１４６の端部はノ
ブ１４８を含み、ノブは、バッフルシート１２７の同様の形状の受け口１５０内部に嵌合
して、バッフルシート１２７にバッフル１２６を保持する。ランプ組立体１２２が挿入さ
れたときに、水晶管１２４は、バッフル１２６のツメ同士の間に嵌合して、ＵＶ電球１３
２を取り囲む一方で、点灯されると、水晶管１２４とリアクタハウジング１２９との間の
流体経路の中へＵＶ光を送り込む。バッフルシート１２７は、フィルタ組立体１００の上
エンドキャップ１０４の上に載り、水経路設定外被１８の排水口ポート８２と整列する出
口ポート１５２を含み、水がＵＶ組立体から出られるようにし、最終的には処理された後
の水がＷＴＳ１０から出られるようにする。
【００２８】
　作動時、濾材１０２を通過して流れる水は、リアクタハウジング１２９の切欠き部１４
２を通過してＵＶリアクタ組立体へ流れ、ハウジング１２９と水晶管１２４との間の空隙
を通って上に流れ、ここで水がバッフル１２６によって区切られた複数の室であって、こ
の実施形態においては３つのコンパートメントで図示されている複数の室を通過して流れ
ると、ＵＶ光が水中の微生物を無力化し、最終的に排水口ポート１５２を通って主ハウジ
ングから流出する。水は、リアクタハウジング１２９の切欠き部１４２を通過してＵＶ組
立体１２０に入って、第一室１２１へ流れることができる。その後、水は、第一室１２１
を上って流れ、ツメ１４６の上方の開口１２３を通過して室から出て行き、第二室１２５
へ入る。その後、水は、下に流れて隣のツメ１４６底部の開口１３１を通過して第二室か
ら出て行き、第三室１３３へ入る。最終的に、水は排水口部分１５２を通過してＵＶリア
クタから出ることができる。
【００２９】
　図解された実施形態はＵＶリアクタを含むが、塩素、臭素化ポリスチレンビーズもしく
は別の化学的接触殺生物技術（ワシントン州ボセルのＨａｌｏＳｏｕｒｃｅ，Ｉｎｃ．が
製造販売している）、第二実施形態に関連して図２５に示されているような陽性ナノファ
イバ濾材（フィンランド、ヘルシンキのＡｈｌｓｔｏｒｍ　Ｃｏｒｐ．が製造販売してい
る）、限外濾過または別のタイプの殺菌処理組立体などの、他の殺菌組立体を使用するこ
とができる。
【００３０】
　１つの実施形態において、フィルタ組立体１００及び殺菌組立体１２０は各々、組立体
に取り付けられたまたは組立体内部に嵌合された情報タグ（図示せず）を含むことができ
る。情報タグは、使用中の特定のフィルタまたは組立体に関する情報を記憶し、その使用
に関するパラメータを記録するために使用される。エレクトロニクストレイ４７内のセン
サは、情報タグに誘導的に電力を供給し、これと通信して、記憶された情報及び記録され
たパラメータに関する詳細を入手する。センサが入手したパラメータをディスプレイカバ
ー４９上に表示することができる。また、これらを使って、ＷＴＳ制御の性能を調節して
要素の特性を調整することもできる。
【００３１】
　土台部１４からの主ハウジング１２の容易な取外しが図３～６に示される。図３に示さ
れているように、エレクトロニクストレイ４７及びディスプレイカバー４９を開放位置へ
枢動して、水ルータ３５及び水外被カバー１８を露出することができる。その後水ルータ
３５を開放位置へ枢動して、取水口６１及び排水口５５を主ハウジング１２から分離する
ことができ、主ハウジング１２をハンドル４０で持ち上げて、土台部１４から取り外すこ
とができる。この位置で、ハンドルを約９０度の位置へ回転させて、主ハウジング１２を
保守及びフィルタ交換の両方又は一方のために都合の良い場所へ運ぶことができる。この
位置で、ＵＶランプ１２２を取り外して取り替えることができる。最後に、（図９のよう
に）９０度の箇所を越えてハンドル４０が枢動されると、摺動クロージャ３８、３９が開
いて、水外被カバー１８を取り外して、フィルタ組立体１００及び殺菌組立体１２０の残
り部分にアクセスすることができる。
【００３２】



(16) JP 2012-515073 A 2012.7.5

10

20

30

40

50

　II．第二実施形態
【００３３】
　本発明の第二実施形態によるＷＴＳは図１１～２６に示され、全体として参照番号２０
０で示される。
【００３４】
　図１１～２６に図解される実施形態は、大型の美的なディスプレイ２０２を備える。デ
ィスプレイは主ハウジング２０３に取り付けられ、希望に合わせて多様なディスプレイの
選択肢で構成されることができる。図１１に示されているように、ディスプレイ２０２は
、ＷＴＳユニット２００の前部全体を被覆する前面２０４を含む。前面２０４は、図２１
にさらに詳細に示されているエレクトロニクス「ブック」の外表面を形成する。エレクト
ロニクスブックは、前面２０４と背板２０８との間に１または複数の取外し可能なエレク
トロニクス「ブリック」２０６を収容する。前面２０４は、ＷＴＳ２００及びＷＴＳ２０
０内部の要素に関する多様な情報を表示する表示面を提供する。１つの実施形態において
、表示面２０４は半透明または透明であり、その結果、個々のエレクトロニクスブリック
２０６上の、例えばＬＥＤディスプレイである１または複数のディスプレイが、表示面２
０４を通して見ることができる。別の実施形態において、表示面自体が、見ることができ
るＬＣＤ画面、タッチスクリーン、電子インクでプリントされたスクリーンまたは別のデ
ィスプレイなどのスクリーンである。１つの実施形態において、前面２０４は周縁２１０
を含み、周縁２１０は、背板２０８の周縁２１２に覆いかぶさって嵌合し、主ハウジング
２０３の前面ハウジング２２０と係合する（下記記載において説明される）。
【００３５】
　図解される実施形態のブリック２０６は、背板２０８の第一側の一連の第一突起体２１
４及び背板２０８の反対側の一連の第二突起体２１６とスナップ嵌めするように標準的な
幅を有するが、エレクトロニクスブリック２０６は、任意の希望のサイズまたは形状であ
ることができる。当然、他の接続方法も可能である。ブリック２０６は各々、センサ、電
源及びバッテリバックアップなどの多様な選択肢のうちの１または複数のための電子回路
及び制御装置を含むことができる。上述のように、各エレクトロニクスブリックは、例え
ば、半透明または透明の前面２０４を通して表示を伝送する表示機能を含むこともできる
。１つの実施形態において、背板２０８は、背板２０８に取り付けることによって各エレ
クトロニクスブリック２０６をＷＴＳ２００に電気的に接続することができるように、内
蔵の電子バスを含む。背板２０８は、エレクトロニクスブリック２０６を背板２０８に取
外し可能に接続するための端末ブロック（図示せず）またはその他のタイプの電気接続部
を含むことができる。このようにして、製造者またはエンドユーザが様々なエレクトロニ
クスブロック２０６を交換することによって、ＷＴＳ２００の特徴を希望のように改造す
ることができる。さらに、背板２０８は、背板２０８を通して延びる１または複数の細長
いスロット２１８を含むことができる。スロット２１８は、主ハウジングの要素内に位置
決めされたＲＦＩＤチップなど情報タグと整列して、エレクトロニクスブリック２０６内
のセンサが情報タグと効果的に通信できるようにする。スロット２１８は、ＷＴＳの圧力
タンク２２２内部に含まれる取水経路２４２及び排水経路２４４と整列して、エレクトロ
ニクスブリック２０６内のセンサが流れ、圧力、温度またはその他の属性を効果的に通信
できるようにする。
【００３６】
　主ハウジング２０３は、概して、前面ハウジング２２０と、圧力タンク２２２と、後部
ハウジング２２４と、上蓋２２６と、水経路設定外被２２８と、一次フィルタ組立体２３
０と、殺菌モジュール２３２とを含む。圧力タンク２２２は、ＷＴＳ２００の構造的ハウ
ジングとして作用する。図１４を参照すると、圧力タンク２２２は、側壁２３４と開口２
３８を形成する上縁２３６とを有するほぼ円筒形の容器である。しかし、圧力容器２２２
の前部２４０は概ね平坦であり、ユニットの底部を通過してＷＴＳ２００を出入りする水
を方向付けるために、囲まれかつ一体的に形成された２つの管状経路２４２、２４４を含
む。図１４及び２２を参照すると、第一管状経路２４２は、圧力タンク２２２の底部の入
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口部２４６と圧力タンク２２２の頂部の出口部２４８とを含む未処理水の取水口である。
第二管状経路２４４は、圧力タンク２２２の頂部の入口部２５０と圧力タンク２２２の底
部の出口部２５２とを含む処理済水の排水口である。管状経路は両方とも、圧力タンク２
２２の頂端２３６付近で外向きに広がって、水経路設定外被２２８の取水部分及び排水部
分用の受け口を形成する（下記記載において詳しく説明される）。１つの実施形態におい
て、圧力タンク２２２内部に位置決めされた情報タグが複数のエレクトロニクスブリック
２０６のうちの１つに配置されたセンサまたはその他のエレクトロニクスと通信すること
ができるように、前部２４０はプラスチック材から形成される。別の実施形態において、
圧力タンク２２２全体が同じプラスチック材から一体的に形成される。前面ハウジング２
２０及び頂面化粧板２４１は、圧力タンク２２２とディスプレイ２０２との間のインター
フェイスを形成する。さらに具体的には、頂面化粧板２４１は、頂縁２３６付近で圧力タ
ンク２２２の前部２４０に取り付けられ、前面ハウジング２２０は、上面化粧板２４１及
び圧力タンク２２２の前部２４０に取り付けられる。前面ハウジング２２０の前表面２５
６はディスプレイ２０２の背板２０８に取り付けられる。１つの実施形態において、前面
ハウジング２２０はプラスチック材から作られ、フロントハウジング２４０を通して延び
る１または複数のスロット２５８を含んで、フロントハウジング２４０を介してエレクト
ロニクスブリック２０６と圧力タンク２２２内の情報タグとの間で通信できるようにし、
かつエレクトロニクスブリック２０６と圧力タンク２２２内部に含まれる取水経路２４２
及び排水経路２４４内部の要素との通信を可能にする。前面ハウジング２２０のスロット
２５８は、ディスプレイ２０２の背板２０８におけるスロット２１８と整列することがで
きる。
【００３７】
　後部ハウジング２２４は、圧力タンク２２２を受け取るサイズを持つほぼＵ字形の側壁
２２５を含む。後部ハウジングは、ＷＴＳ２００の美的外面を形成する、前面ハウジング
２２０の周縁と係合しかつこれに取り付けられる前縁２５４を含む。後部ハウジング２２
４は、さらに、底壁２６０と頂縁２６２とを含む。底壁２６０は取水管２４２の入口部２
４６と整列する第一穴２６４と、排水管２４４の出口部２５２と整列する第二穴２６６と
を含む。このようにして、ユニットの底部を通ってＷＴＳ２００を出入りするよう水の経
路を目立たないように設定することができる。１つの実施形態において、後部ハウジング
２２４は、頂縁２６２付近で側壁２２５の周りで延びる切欠き２６８を含み、上蓋２２６
を摺動可能に受け取る。
【００３８】
　図示されているように、上蓋２２６は、後部ハウジング２２４の形状に適合するほぼＵ
字形のものである。当然に、用途によってハウジングの各要素の形状を変えることができ
る。上蓋２２６は、フィルタ組立体２３０及び殺菌組立体２３２へのアクセスを可能にす
るように、ＷＴＳ２００から取り外すことができるように構成されている。図２３に示さ
れているように、上蓋２２６は、頂壁２７０と、側壁２７２とを含む。側壁２７２は、内
表面において内向きに延びる突起体２７４を含み、上蓋２２６が後部ハウジング２２４に
摺動するように取り付けられるように、突起体は後部ハウジング２２４の切欠き２６８と
組み合わされる。１つの実施形態において、上蓋２２６は、さらに、頂壁２７０から下向
きに延びる１対のＬ字形フランジ２７４を含み、摺動レール２７６を摺動可能に受け取る
。摺動レール２７６は、上蓋２２６内部で摺動レール２７６を支持するために、フランジ
２７４の周りで嵌合する１対のＵ字型摺動部２７８を含む。１つの実施形態において、摺
動レール２７６は、第一実施形態に関連して上記記載で説明したように誘導安定器回路用
の一次エレクトロニクス２８０を支持する。一次エレクトロニクス２８０を用いて、殺菌
モジュール２３２内部のＵＶランプなどの負荷装置に取り付けられた二次コイルに誘導的
に電力を供給できる。さらに、上蓋２２６は、摺動レール２７６に取り付けられたラッチ
２８２を含む。ラッチは、背板２０８の頂縁と係合して上蓋２２６をユニット２００上の
所定の位置に保持するためのものである。
【００３９】
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　１つの実施形態において、水経路設定外被２２８は、圧力タンク２２２の頂縁２３６に
嵌合するほぼ円形のプラグである。さらに具体的には、水経路設定外被２２８は、圧力タ
ンクの頂縁２３６内部に押し込んで締り嵌めを提供するテーパ付き側壁２９０を含むこと
ができる。外被２２８をＷＴＳユニット２００から取り外すために、１対のハンドル２９
２が外被２２８の上面２９４から延びる。１つの実施形態において、外被２２８は、任意
選択のＵＶランプ３６０を容易に挿入し取外すことができるように、外被２２８を通って
延びる中央穴２９５を含む。別の実施形態において、ＷＴＳ２００は任意選択の殺菌モジ
ュール２３２を含まず、水経路設定外被２２８には穴２９５をシールするプラグ２９７が
設けられる。プラグ２９７は、バイオネット式接続によって外被２２８に取り付けること
ができる。図２６に示されているように、外被は、側壁２９０から延びる取水管２９６と
排水管２９８とを含む。取水管２９６は、下縁３００に外被の側壁２９０を通過して延び
る開口（図示せず）を含み、外被２２８の底部を通過して圧力タンク２２２内部に出る。
したがって、取水管２９６は、取水管２４２を通過してＷＴＳ２００に入る水を、外被２
２８を通過して圧力タンク２２２の側壁２３４付近で圧力タンクに入るように方向付ける
。排水管２９８は、外被２２８の中央穴２９５内部の入口部（図示せず）と、外被を通過
して延びる中央部３０２と、１対の出口部３０４、３０６とを含む。頂部出口３０４は、
処理済水をユニット２００の頂部を通過するよう方向付けるために、ＷＴＳユニットの頂
部に向かって方向付けられ、底部出口３０６は、処理済水をＷＴＳユニットの底部を通過
して出るよう方向付けるために、圧力タンク２２２に形成された排水管２４４と整列する
。使用していない出口３０４、３０６をシールするために、プラグ（図示せず）または代
わりに内部弁を設置することができる。
【００４０】
　ＷＴＳ２００には、システムを通過するように方向付けられた水を処理するための多様
な濾過装置及び殺菌装置の両方又は一方を設置することができる。１つの実施形態におい
て、ＷＴＳ２００は、圧力タンク２２２内部に嵌合するサイズを有する一次フィルタ組立
体２３０と殺菌組立体２３２とを含み、その結果、各組立体２３０、２３２を通過する水
の経路を設定して、水が処理済水としてＷＴＳ２００から出て行く前に汚染物質を除去し
微生物を無力化することができる。
【００４１】
　１つの実施形態において、一次フィルタ組立体２３０及び殺菌組立体２３２は、一次フ
ィルタ組立体２３０が円筒形のカーボンブロックフィルタ組立体であり、かつ殺菌組立体
２３２が円筒形カーボンブロックの中央部内部に位置決めされたＵＶランプ組立体である
と言う点で、第一実施形態の一次フィルタ組立体１００及び殺菌組立体１２０と実質的に
同じである。図１９に図解される実施形態において、フィルタブロック２３０は、１対の
エンドキャップ３１２、３１４を有する任意選択のプレフィルタ３１０と、１対のエンド
キャップ３２２、３２４を有する内側濾材３２０とを含む。１つの実施形態において、水
外被カバー２２８が圧力容器２２２の開口２３８に覆いかぶさって閉鎖されたときに、水
外被カバー２２８とバケツ型圧力タンク２２２の底部との間の漏出防止シールを形成する
弾性エラストマまたはゴムなどの弾性材から、各エンドキャップ３１２、３１４、３２２
、３２４を形成することができる。さらに、内側濾材３２０の上エンドキャップ３２２は
一体型のポップアップハンドル３３０を含むことができる。図解されている実施形態にお
いて、ハンドル３３０は、１対の対向するフラップ３３３を含む。フラップは、上エンド
キャップ３２２と一体的に形成され、一体蝶番３３４で上エンドキャップ３３０に取り付
けられる。水経路設定外被２２８が圧力タンク２２２から取り外されるときに、フラップ
３３３は、濾材３２０を圧力タンク２２２から引っ張り出し易くするようにポップアップ
する。さらに、上エンドキャップ３２２は、任意選択のプレフィルタ３１０の上エンドキ
ャップ３１２に位置する溝３３８及び配向キーを提供する圧力容器２２２の溝（図示せず
）と嵌合するフランジ３３６を含むことができ、片方または両方の濾過要素に存在するこ
とができる情報タグの整列を確実にする。
【００４２】
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　第一実施形態と同様、濾材３１０、３２０は、水から希望の程度またはタイプの汚染物
質を濾過するために、多様な構成を有することができると共に多様な材料から形成される
ことが可能である。１つの実施形態において、内側濾材３２０は、Ｋｕｅｎｎｅｎによる
特許文献３に開示されているカーボンブロックフィルタなどのカーボンブロックフィルタ
である。このカーボンブロックは、活性炭粒子と結合材とを含み、活性炭粒子は、約６０
ミクロンから約８０ミクロンの範囲の平均粒径を有する。また、活性炭粒子は、約１４０
メッシュよりも大きい活性炭粒子が約１０質量％以下であり、かつ約５００メッシュより
も小さい活性炭粒子が約１０質量％以下である粒子サイズ分布を有する。あるいは、様々
な炭素混合物を濾材３２０に提供することができる。さらに別の形態において、濾材３２
０を、プリーツ付ペーパーフィルタなどのペーパーフィルタ、プリーツ付織物フィルタ、
樹脂ビーズ材料または中空ファイバ薄膜フィルタなどの別のタイプの濾材とすることがで
きる。１つの実施形態において、プレフィルタ３１０は、水から比較的大きい粒子を除去
するペーパーフィルタであるが、多様な別のタイプの濾材でもよい。別の実施形態におい
て、プレフィルタ３１０または内側フィルタ３２０は、１つの濾材が第二の濾材の少なく
とも一部の外側の周りに拡がり、２つ以上のタイプの濾材を層状構成で含むことができる
。外側のフィルタ層を、内側のフィルタ層に一体的に取外し可能なフィルタブロックとし
て取り付けることができる。または、内側濾材３２０またはプレフィルタ３１０の外側の
周りに挿入されることが可能である、別個に取外し可能な別の円筒体として設置すること
ができる。図解される実施形態において、内側濾材３２０の上エンドキャップ３２２は、
上向きに延びると共に水外被カバー２２８に対してシールするフランジ３４０を含む。フ
ランジ３４０は、取水管２９６の取水口内側に位置決めされて、圧力タンク２２２に入る
水が、プレフィルタ３１０及び内側フィルタ３２０を通過して半径方向内向きに流れる前
に、プレフィルタ３１０と圧力タンク２２２の側壁２３４との間で任意選択のプレフィル
タ３１０の外面の周りで流れるようにする。１つの実施形態において、ＷＴＳ２００には
、フィルタ組立体２３０のみが設けられ、殺菌組立体２３２またはプレフィルタ３１０が
設けられなくてもよい。この実施形態においては、内側濾材３２０を通過して流れる水は
、濾材３２０を通過して半径方向内向きに流れ、濾材３２０の中央部内部の中空空間へ流
入し、排水管２９８を通過して出て行く。
【００４３】
　図解される実施形態において、任意選択の殺菌組立体２３２は、紫外線（ＵＶ）リアク
タであり、第一実施形態に関連して上記記載で説明したＵＶリアクタと実質的に同じに機
能する。図２４に示されているように、ＵＶリアクタ２３２は、ＵＶランプ３６０と、水
晶管３６２と、ＵＶリアクタバッフル３６６と、バッフルシート３６８と、二次エレクト
ロニクス３７０と、リアクタハウジング３７２と、ＵＶランプカバー３７４とを含む。
【００４４】
　ＵＶランプ３６０は、２つの並列の発光電球３７６を含み、電球は二次コイルを含む二
次エレクトロニクスに電気的に接続され、その結果、ＵＶランプ上方に位置決めされた上
蓋２２６内に在る一次エレクトロニクス２８０と二次エレクトロニクス３７０との間の電
気接続を介して電球に誘導的に電力を供給することができる。ＵＶランプは、水外被カバ
ー２２８のＵＶアクセス穴２９５を介してＵＶランプ３６０を挿入し取外すことによって
、ＵＶリアクタの残り部分及びＷＴＳ２００から個別に取り外し可能である。ランプ３６
０が挿入されると、ＵＶランプの二次エレクトロニクス３７０が水外被カバー２２８の中
央穴２９５の上で嵌合し、ＵＶランプカバー３７４によって被覆され、このカバーは、バ
イオネット式アタッチメントによって凹部２９５内の所定の位置にスナップ嵌めすること
ができる。残りの要素は、内側濾材３２０の内部開口内部に嵌合し、１つの実施形態にお
いて、バッフルシート３６８は、バイオネット式アタッチメントによって中央穴２９５の
下部の溝３７３に接続するタブ３７１を含む。この接続は、水経路設定外被２２８が取り
外されると、ＵＶ組立体の残り要素の取外しを可能にする。作動時に、濾材３２０を通過
して流れる水は、ＵＶリアクタ組立体に流入し、外被２２８及び排水管２９８を通過して
主ハウジングから流出する。上述のように、ＵＶリアクタの代わりに非常に多様な別の殺
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菌モジュールを使用することができる。図２５は、殺菌モジュールがエンドキャップ３９
２、３９４を持つ陽性ナノファイバ濾材３９０である、別の１つの実施形態を示す。
【００４５】
　第一実施形態と同様、フィルタ組立体２３０及び殺菌組立体２３２は各々、組立体に取
り付けられたまたは組立体内部に嵌合された情報タグを含むことができる。例えば、図１
９に示されているように、情報タグ３８０を内側濾材３２０の側面の切欠き部３８２に挿
入することができる。情報タグは、使用される特定のフィルタまたは組立体に関する情報
を記憶し、この使用に関するパラメータを記録するために使用される。エレクトロニクス
ブリック２０６内部のセンサは、情報タグに誘導的に電力を供給すると共に情報タグと通
信して、記憶された情報及び記録されたパラメータに関する詳細を入手する。センサによ
って得られたパラメータをディスプレイ２０２に表示することができ、もしくはシステム
の作動パラメータ及び制御を調整して特殊な別の要素の各々に適応することができ、また
はこれらの両方をすることができる。
【００４６】
　ＷＴＳ２００からのフィルタ組立体２３０及び殺菌組立体２３２の容易な取外しの様子
が図１５～１８に示される。図１５は、後部ハウジング２２４から摺動させることによっ
てユニット２００から取り外される上蓋２２６を示す。図１６は、水経路設定外被２２８
の中央穴２９５を介したＵＶランプ３６０の取外しを示す。図１７は、ＵＶリアクタ組立
体２３２の残り部分と一緒の水経路設定外被の取外しを示す。図１８はポップアップハン
ドル３３０を用いたフィルタ組立体２３０の取外しを示す。
【００４７】
　図３８～４１は、第二実施形態の変形例を示し、この変形例は全体的に参照番号５００
で示される。この変形例において、後部ハウジング２２４は、圧力容器５３８を容易に取
り外せるように取り除かれている。この変形例は、第二実施形態２００と実質的に同様で
あり、したがって、内部要素については重ねて詳細に説明しない。この変形例においては
、上蓋５２６、ディスプレイ５０２、水外被カバー５２８、圧力容器５３８、フィルタ組
立体（図示せず）及び殺菌システム（図示せず）が、第二実施形態２００と実質的に同じ
であると述べれば十分である。ただし、この変形例５００において、ディスプレイ５０２
は取付けスタンド５０４に一体的に接続される。取付けスタンドは、１対の側壁５０６と
、１対の脚部５０８と、上蓋５２６底部の上側スロット５１０と、スタンド５０２の内表
面の下側スロット５１４とを含む。さらに、圧力容器５３８は、スタンド５０４からの圧
力容器５３８の取外しを容易にできるように、ハンドル５１５と嵌合する。図解される実
施形態において、ハンドル５１５は、鉛直支持部材５１６と、鉛直支持部材５１６から或
る角度で延びる底部部材５１８と、圧力容器５３８の側部の周りを取り囲む１対の湾曲ア
ーム５２０ａ、５２０ｂとを含む。圧力容器の底部は、底部部材５１８及びアーム５２０
ａ、５２０ｂを圧力容器５３８にスナップ嵌めまたは別のやり方で取り付けることができ
るように、底部部材５１８を受け取る形状の切欠き部５２２を含むことができる。圧力容
器５３８の上部及び水外被カバー５２８を上側スロット５１０内部に摺動させると共に圧
力容器５３８の第二部分及びアーム５２０ａ、５２０ｂを下側スロット５１４内部に摺動
させることによって、圧力容器５３８及びハンドル５１５をスタンド５０２に接続するこ
とができる。この変形例において、第二実施形態における取水口２４２及び排水口２４４
の組み込みと同様に、取水口及び排水口（図示せず）をスタンド５０４に組み込むことが
できる。
【００４８】
　第二実施形態の別の変形例が図４２～５９に示される。全体的に参照番号６００で示さ
れているこの変形例はエレクトロニクス部６１０を含み、エレクトロニクス部６１０を処
理部６１２から分離することができる。この変形例の要素は、第二実施形態と実質的に同
様である一方で、エレクトロニクスディスプレイ６０２、圧力容器６３８、濾材６１１及
び任意の殺菌装置（図示せず）を含む。
【００４９】
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　図４３及び４４に示されているように、エレクトロニクス部６１０は、エレクトロニク
スディスプレイ２０２及び４７と実質的に同様のディスプレイ６０２を含み、ひいては詳
細には説明されない。１対の側壁６１４及び土台部６１６がディスプレイ６０２に接続さ
れる。側壁６１４は各々、側壁６１４の頂部に向かって開いている溝６１８を含むことが
できる。処理部６１２は、後部ハウジング６２４と、上蓋６２６と、圧力容器６３８並び
に圧力容器６３８内部に位置決めされた濾過組立体及び殺菌組立体を含む処理要素とを含
む。示されているように、上蓋６２６は、エレクトロニクス部６１０と処理部６１２とを
接続するためにエレクトロニクス部の溝６１８に挿入される１対のフック６３２を持つ枢
動部６３０を含む。図４３のように枢動部６３０が閉鎖されると、システムは掛け金をか
けられて閉じられる。枢動部６３０が図４４にあるような開放位置まで上方に回転される
と、枢動部６３０をハンドルとして使用して、処理部６１２をエレクトロニクス部６１０
から取り外すことができる。
【００５０】
　図４５～４８は、ＷＴＳ６００内部に濾過組立体６３４をシールするための別の構成を
示す。ＷＴＳ６００に関連して別のフィルタシールが説明されることになるが、全てのＷ
ＴＳの実施形態特にＷＴＳ２００でもってこの別のフィルタシールを使用できることが理
解されるべきである。図解される実施形態において、ＷＴＳ２００の濾過組立体の上キャ
ップ３１２は別の上キャップ６４０と置き換えられる。上キャップ６４０は、濾材６１１
の上端に取り付けられ、ほぼ平坦な中央部６４２と、中央部６４２の周囲に延びるシール
部６４４とを含む。中央部６４２及びシール部６４４を、相互に同時成形される互いに異
なる材料から形成するか、相互に別のやり方で取り付けられて単一部品を形成することが
でき、または可撓性エラストマなどの材料の同じ一体の部品から形成することができる。
１つの実施形態において、中央部６４２はシール部６４４よりも高い硬度（ｄｕｒｏｍｅ
ｔｅｒ）の材料から形成される。中央部６４２は、上述の上キャップ３１２と同様に殺菌
システムを受け取る切欠き部６４３を含む。さらに、上キャップ６４０は、上キャップ６
４０の取外しを可能にするために、上キャップ６４０の頂部に枢動するように取り付けら
れたハンドル６４８を含むことができる。図４６～４８に示されているように、シール部
６４４は、内縁６４６で外向きに拡がるＣ字形の断面を持つことができる。シール部６４
４は、圧力容器６３８に挿入されると圧力容器６３８の壁に対してシールする。濾過組立
体は、上述の下エンドキャップ３２４と同様の下キャップ６５０を含むこともできるが、
上エンドキャップ６４０が圧力容器６３８の側壁に対してシールするので、下キャップが
圧力容器６３８の下壁に対してシールする必要がない。
【００５１】
　水経路設定カバー６２８は、取水口ポート（図示せず）及び排水口ポート６９６の位置
が移動されている点以外は、第二実施形態の水経路設定カバー２２８と概ね同じである。
１つの実施形態では、圧力容器への取水口を圧力容器６３８の底部に移動して、水経路設
定カバーが取水口ポートを含むことができる。排水口６９６を水経路設定カバー６２８の
側部に移動することができる。したがって、圧力容器６３８の排水ノズル６４５を通過し
てＷＴＳ６００を出る水は、中央開口６４３から排水口ポート６９６を通過して排水ノズ
ル６４５の外へという経路を設定される。取水口ポートを通過して圧力容器６３８に入る
水は、ＷＴＳ２００に関連して上述したように、濾材６１１の後に任意選択の殺菌装置を
通過して流れることができるように、圧力容器６３８と濾材６１１と（場合により任意選
択のプレフィルタと）の間の空間に入る。
【００５２】
　エレクトロニクス部６１０の１つの実施形態が図４９に示される（ディスプレイ６０２
が取り外されて、処理部の別の後板６１７が側壁６１４に接続される。）。示されている
ように、エレクトロニクス部６１０は、取水口水温センサ６５２、取水口水圧センサ６５
４、排水口水圧センサ６５６及び排水口水温センサ６５８などの複数のセンサを含むこと
ができる。図４９及び５０に示されているように、取水口６６０を通過してＷＴＳ６００
に入る水は、圧力容器６３８の底部に経路が設定される前に、取水口センサ６５２、６５
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４を含むセンサループ６５１を通過して流れる。圧力容器６３８から排水ノズル６４５を
通過して流れる処理済水は、排水口６６２を介してシステムを出る前に排水管６５３へ流
入し排水口センサ６５６、６５８を通過して流れる。ＷＴＳ２００に関連して上述したよ
うに、各センサは、例えばＲＦＩＤ技術を介して、電子ディスプレイ６０２上の１または
複数のエレクトロニクスブックと通信することができる。ループ６５１及び排水管６５３
は、このような通信を容易にするために、センサをディスプレイ６０２及びディスプレイ
６０２上のエレクトロニクスブリックと近接して配置するように位置決めされる。図５０
に示されている別の実施形態のＷＴＳ６００（または他のＷＴＳの実施形態）は、システ
ムへの水の流れを制御する１または複数の弁を含む。図示されているように、ＷＴＳは、
電子制御弁６６４と、手動制御弁６６６とを含む。電子制御弁６６４及び手動制御弁６６
６を１つまたはそれ以上のモジュラスイッチ（ｍｏｄｕｌａｒ　ｓｗｉｔｃｈ）に接続す
ることができる。モジュラスイッチは、エレクトロニクス部６０２からの処理部６０４の
分離、フィルタの取外しまたは殺菌システムの故障などの特定の出来事に反応して、弁６
６４または弁６６６が、システムに入る水を遮断するようにする。弁６６４、６６６は取
水屈曲管（ｅｌｂｏｗ）６６７を通過する水の流れを阻止することができる。取水屈曲管
は、水を圧力容器６３８内部に方向付ける。装置６００は、任意選択には、弁６６４、６
６６のうちの一方または両方を含む。図５１には別の選択肢が示されている。この形態に
おいては、ＷＴＳ６００は、ＷＴＳ６００を通過するよう水を汲み出すために、排水口６
６２（または取水口６６０）に接続された従来のポンプ６６８などの圧力支援機構を含む
。圧力支援ポンプ６６８は、ＷＴＳに接続された水ラインが圧力を持たない状況（ＷＴＳ
に接続された水のタンクなど）または水ラインの圧力が希望より低い状況において有利で
ある場合がある。図解される実施形態においては、排水口６６２にポンプ６６８を取り付
けて、ポンプを、ＷＴＳ６００を通って水を「引っ張る」ように使用することができる。
【００５３】
　図５２～５３は、ＷＴＳ６００（または他の任意のＷＴＳの実施形態）用の旋回取付け
台６７０を示す。図解される実施形態において、旋回取付け台は、壁など鉛直表面に取り
付けられるよう構成された鉛直板６７２と、ＷＴＳ６００を支持するために鉛直板から延
びる水平板６７４とを含む。図５３～５３に示されているように、ＷＴＳ６００の土台部
６１６を、ディスプレイ６０２が見える第一位置（図５２に示される）とハンドル６３０
を持ち上げて処理部６０４を解除することによって処理部６０４をエレクトロニクス部６
０２から取り外すことができる第二位置（図５３に示される）との間で回転することがで
きるように、旋回取付け台６７０に取り付けることができる。
【００５４】
　図５４～５５は、ＷＴＳ６００の別の変形例を示す。この変形例において、システムは
水平に取り付けられるように構成される。この変形例において、ＷＴＳ６００は、後壁６
８２から延びる壁取付けブラケット６８０を含む。後壁はエレクトロニクス部６１０に接
続されて、処理部６１２用のハウジングを形成する。図５４に示されているように、枢動
ハンドル６３０を引っ張ってエレクトロニクス部６１０から処理部６１２を摺動させて出
すことによって、処理部６１２をエレクトロニクス部から縦方向に取り外すことができる
。図５５に示されているように、取水口６６０及び排水口６６２をドーム形のカバー６７
６で被覆して、ＷＴＳ６００の底部のための美的外観を創出することができる。
【００５５】
　図５６～５９は、二次フィルタハウジング６９０を含む、ＷＴＳ６００のさらなる変形
例を示す。１つの実施形態において、二次フィルタハウジング６９０は、前部６８９と、
二次土台部６９２と、エレクトロニクス部６１０から延びる側壁６９４とを含む。二次フ
ィルタハウジング６９０は、特定の汚染物質を処理する濾材を含む１または複数のフィル
タ６９５、６９８を収容するように構成することができる。例えば、フィルタ６９５、６
９８は、具体的には、砒素、硬度もしくは硝酸塩を処理することができ、または水にフッ
化物などの成分を付加することができる。示されているように、二次フィルタハウジング
６９０は、ハウジング６９０の前部６８９に配置された別個のカートリッジ６８７に２つ



(23) JP 2012-515073 A 2012.7.5

10

20

30

40

50

のフィルタ６９５、６９８を受け取るように構成される。カートリッジは各々、各カート
リッジ６８７を閉鎖するための上キャップ６８５を含むことができ、クロージャ６８３は
上キャップ６８５に覆いかぶさって嵌合して、前部６８９を側壁６９４に接続することが
できる。別の実施形態において、単一のフィルタまたは追加のフィルタを希望通りに使用
することができる。二次フィルタ６９５、６９８を通過して流れる水が主フィルタ６１１
も通過して流れるように、二次フィルタ６９５、６９８は、主フィルタ６１１に接続され
る。１つの実施形態において、主フィルタ６１１を通過して流れる水が第一二次フィルタ
６９５又は第二二次フィルタ６９８のいずれかを通過するよう経路を設定することができ
るように、二次フィルタは、相互に平行に配置される。別の実施形態において、主フィル
タ６１１を通過して流れる水が第一二次フィルタ６９５と第二二次フィルタ６９８の両方
を通過して流れるように、二次フィルタは連続して配置される。二次フィルタハウジング
６９０は、主フィルタ６１１の下流の排水口６６２に接続されるように、ＷＴＳ６００の
どちら側にも配置することができる。このことは、特に、フッ化物または炭酸などの成分
を処理済水に付加するのが望ましい状況において有利である。あるいは、二次フィルタハ
ウジングを取水屈曲管６６７または主フィルタ６１１の上流に位置決めされた他の要素に
接続することができる。これは、水が主フィルタ６１１に入る前に水から汚染物質を除去
する際に有利である。さらに別の実施形態において、二次フィルタを主ＷＴＳ６００の両
側に位置決めすることができる（上流及び下流フィルタの両方が追加される。）。図５９
は、ＷＴＳ６００の排水口６６２に接続された分注システム７００を含むＷＴＳ６００の
変形例を示す。この実施形態において、分注システム７００は分注ノズル７０２を含む。
分注ノズル７０２は、水のボトル７０６内部に水を分注するように構成される。分注管７
０４を配管コンテナー７０８内に落ち着くように巻きつけることができる。分注ノズル７
０２をそれが乗っている土台部から取り外して、分注管７０４を配管コンテナー７０８か
ら延ばして、主ＷＴＳ６００全体を移動させることなく管の達する範囲内にある対象物に
分注することができる。当然、他の様々な様式の分注器を含めることができる。別の実施
形態のＷＴＳ６００（または他のＷＴＳの実施形態）の排水口を、皿洗い機、水飲み器ま
たはソーダマシーンなどの特定の下流装置に取り付けるように構成することができる。
【００５６】
　III ．第三実施形態
【００５７】
　本発明の第三実施形態によるＷＴＳが図２７～３７に示され、全体的に参照番号４００
で示される。
【００５８】
　図２７～３７に示されている実施形態は、１または複数の容易に取外し可能かつ交換可
能なフィルタモジュール５５０を収容する水処理システムを提供する。この実施形態は、
特定の用途のニーズに合わせて製造者または消費者がＷＴＳの濾過要素を改造することが
できる。図２７～３１に示されているように、ＷＴＳ４００は、圧力容器４１２と、水経
路設定外被４１４と、中央バッフル４１６と、フィルタ組立体４２０と、任意選択の殺菌
組立体４２２とを含む。１つの実施形態において、圧力容器４１２は、頂縁４２６を含む
、側壁４２４を持つほぼ円筒形のコンテナーであり、頂縁は開口４２８を画定する。側壁
４２４は頂縁４２６付近に外向きに延びる溝４３０を含む。
【００５９】
　ＷＴＳ４００の水経路設定外被４１４はほぼ円形であり、圧力容器４１２の開口４２８
内部に嵌合するサイズを有する。図３１及び３２に示されているように、中央バッフル４
１６を水経路設定外被４１４に取り付けることができる。さらに、中央バッフル４１６は
、中央バッフル４１６の長さを延ばす外向きに延びる突起体４４０と、水経路設定外被４
１４上方で少なくとも中央バッフル４１６の頂部に沿って延びている内向きに延びる突起
体４４２とを含むことができる。水経路設定外被４１４は、さらに、一体的に形成された
取水管４３２と排水管４３４とを含む。取水管４３２は、ＷＴＳ４００の後部に図３０に
示されている入口部４４４と、中央バッフル４１６外側の圧力容器４１２内部に延びる出
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口部４４６（図３２に示されている）とを含み、第一フィルタ組立体４２０内部への未処
理水の経路を設定する。排水管４３４は、中央バッフル４１６内部の入口部４４８（図３
２に示す）と、ＷＴＳ４００後部の出口部４５０とを含み、処理済水を中央バッフル４１
６内側からＷＴＳ４００外部への経路を設定する。取水管の入口４４４及びＷＴＳ４００
の後部の排水管の出口部４５０にチューブコネクタ４５１を取り付けて、希望のチューブ
またはコネクタへの接続を可能にすることができる。外被の頂部４５２は、中央バッフル
４１６の上開口を閉鎖しシールする第一部分４５４と、水経路設定管４３４の頂部を覆う
ように拡がる第二部分４５６と、水経路設定管４３２の頂部を覆うように拡がる第三部分
４５８とを含む。
【００６０】
　ハンドル組立体４６０は水経路設定外被４１４に取り付けられる。ハンドル組立体は、
図３１に示されている閉鎖位置であって、ハンドル組立体４６０が外被４１４を圧力容器
４１２に密着させる閉鎖位置と、図３３に示されている直立開放位置であって、シールが
解除されて水経路設定外被４１４の取外しが可能になる直立開放位置との間で移動可能な
ハンドル４６２を含む。図３１を参照すると、１つの実施形態において、ハンドル組立体
４６０は、シリコンゴム、ゴム、圧縮可能な熱可塑性プラスチックまたはその類似品など
の弾性材料から形成された圧縮可能なシールリング４６４を含む。シールリング４６４は
、外被４１４が容器４１２に取り付けられたときに圧縮容器４１２の溝４３０と整列する
ように位置決めされる。環状のシールプレート４６６がシールリング４６４の下に位置決
めされ、４本のロッド４６８がシールプレート４６６から上向きに延びると共にシールリ
ング４６４の互いに離間した穴を通過して延びる。ロッド４６８のうちの２つは第一ヨー
ク４７０の穴を通過して延び、ロッドのうちの２つは第二ヨーク４７２の穴を通過して延
びる。各ヨーク４７０、４７２は、Ｕ字形溝４８２を含む下表面と、１対の弓形凹部４８
６、４８８を含む上表面とを含む。ロッド４６８は、凹部４６８、４８８内に位置決めさ
れた穴を通過して凹部４８６、４８８内部に位置決めされた４つの対応するナット４９０
内部に延びる。ナット４９０のそれぞれは、弓形凹部４８６または弓形凹部４８８と係合
する湾曲した下表面５０２を有する。ハンドル４６２は端部４９４、４９６を含み、各端
部は、内向きに延びる第一突起体４９８と第一突起体４９８から内向きに延びる第二突起
体５００とを含む。第二突起体５００は第一突起体４９８の中心からオフセットしている
。
【００６１】
　ハンドル組立体４６０は、水経路設定外被４１４の上表面５２０に位置決めされるハン
ドル４６２によって水経路設定外被４１４に接続される。ハンドル端部４９４、４９６の
第一突起体４９８は外被４１４の切欠き部５０４を通過して延び、第二突起体は外被４１
４の上表面５２０内の凹部５０６に嵌合する。１対のクランプ５０８が第一突起体４９８
に覆いかぶさるように取り付けられて、外被４１４上の所定の位置にハンドル４６２を保
持する。ヨーク４７０、４７２は、各ヨークのＵ字形溝４８２を第二突起体５００のうち
の１つの上に嵌合させることによって、外被４１４の上に嵌合される。シールリング４６
４及びシールプレート４６６は外被４１４の下に配置され、ロッド４６８は、シールプレ
ート４６６から、シールリング４６４、外被４１４の穴５１０、ヨーク４７０、４７２を
通過してナット４９０内部に延びる。作動時、ハンドル４６２が回転すると、オフセット
された突起体５００はカムとして機能し、その結果、ハンドル４６２が閉鎖位置に移動さ
れるとき、ナット４９０の湾曲した表面５０２は弓形凹部４８６、４８８に沿って上向き
に移動して、ロッド４６８及びシールプレート４６６を外被４１４へ向けて引っ張り、そ
れによりシールリング４６４を圧縮する。シールリング４６４が圧縮されると、シールリ
ングが拡張して圧縮容器４１２の溝４３０に充満して、外被を圧縮容器４１２に密着させ
る。図解される実施形態において、ハンドル４６２の突起体５００は、ハンドル４６２が
約９０度の角度の開放位置に開放されるまで、シール４６４が圧縮されたままであるよう
にする位置にオフセットされる。
【００６２】
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　図２８及び３１に示されているように、ＷＴＳ４００は、ディスプレイカバー４３１と
、水経路設定外被４１４に取り付けられた化粧カラー４３３とを含む。化粧カラーは、水
経路設定外被４１４の上表面に取り付けられ、ディスプレイカバー４３１は、例えば化粧
カラー４３３へのスナップ嵌めによってまたはネジもしくはその他の締結方法によって、
化粧カラー４３３と嵌合するサイズを有する。ディスプレイカバー４３１は、フィルタ状
態、出力状態及び水質などのＷＴＳ４００に関する多様な特性を表示するＬＣＤディスプ
レイまたは他の従来のディスプレイなどの多様なディスプレイをディスプレイカバー４３
１の表示表面４３５に収容することができる。１つの実施形態において、ディスプレイカ
バーは、エレクトロニクスモジュール４４１を受け取るスロット４３７を含む。エレクト
ロニクスモジュール４４１は、電源、センサ、コントローラ及び関連回路などの、ＷＴＳ
４００によって利用されることのできる多様な電子要素を含むことができる。１つの実施
形態において、上述のように、ＷＴＳ４００は、ＵＶ殺菌モジュール用のＵＶランプを含
め、１または複数の要素に電力を供給する、特許文献１に開示されている誘導結合安定器
回路などの誘導結合安定器回路を利用することができる。（一次コイルを含む）安定器回
路を別のエレクトロニクスモジュール４３９に収容することができる。図２８～３１に示
されている実施形態において、エレクトロニクスモジュール４３９は、ディスプレイカバ
ー４３１の頂部の上に延び、エレクトロニクスモジュールはＵＶモジュール４２２の状態
を表示する独自のディスプレイを含むことができる。図２７及び３１に示されている別の
実施形態において、ＷＴＳ４００は殺菌モジュール４２２を含まず、別のエレクトロニク
スモジュール４４１をエレクトロニクスモジュール４３９の代わりにすることができる。
【００６３】
　図解される実施形態において、一次フィルタ組立体４２０は、１または複数の円筒形フ
ィルタブロック５５０ａ～ｄから構成される。図３１に示されているように、フィルタブ
ロックは多様な高さで提供され、その結果、圧力容器４１２内部において複数のフィルタ
ブロックを互いに積み重ねることができる。このようにして、製造者または消費者は、１
または複数のフィルタブロック５５０ａ～ｄを圧力容器４１２に挿入して、特定の用途に
合わせて水の濾過作用を改造することができる。１つの実施形態において、圧力容器４１
２とほぼ同じ高さを有する単一のフィルタブロック５５０ａを使用することができる。別
の実施形態において、さらに短いフィルタブロック５５０ｂ、５５０ｃ、５５０ｄを一緒
に積み重ねることができる。
【００６４】
　フィルタブロック５５０ａ～ｄは、圧力容器４１２に入る水がフィルタブロック５５０
ａ～ｄの各々を通過してその後中央バッフル４１６内部（ここに殺菌モジュールを位置決
めすることができる）に入る経路を設定するように構成される。図３１及び３２に示され
ているように、各フィルタブロック５５０は上エンドキャップ５５２と下エンドキャップ
５５４とを含む。エンドキャップ５５２、５５４は、フィルタを通過する水の経路を制御
するように構成される。さらに具体的には、エンドキャップ５５２、５５４は、各フィル
タブロック５５０の上エンドキャップ５５２が中央バッフル４１６に対してシールし、か
つ各フィルタブロック５５０の下エンドキャップ５５４が側壁４２４に対してシールする
ように構成される。図３２に示されているように、各エンドキャップ５５２、５５４の一
部はシールフラップ５６０または別のシール機構を含むことができる。さらに、フィルタ
ブロック５５０は、各々、積み重ねられたフィルタブロック５５０同士の間を水が流れる
ための空間を提供するように、上エンドキャップ５５２から上向きに延びる１または複数
の突起体５６２を含むことができる。図解される実施形態においては、各フィルタブロッ
クの上エンドキャップ５５２は、上エンドキャップ５５２の周りにほぼ等間隔に離間され
た３つの突起体５６２を含む。フィルタブロック５５０は、各エンドキャップ５５２、５
５４内側において切欠き５６６を中央バッフル４１６外側の突起体４４０と整列させるこ
とによって相互に対して方向を定めることができる。さらに、図３４に示されているよう
に、フィルタ組立体４２０は、全てのフィルタブロック５５０を中央バッフル４１６上に
保持するために中央バッフル４１６に接続するクリップ４２３を含む。このようにして、
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水経路設定外被４１４を取り外すことによって簡易にフィルタブロック５５０を取り外す
ことができる。
【００６５】
　１つの実施形態において、１または複数のフィルタブロック５５０は、Ｋｕｅｎｎｅｎ
による特許文献３に開示されたカーボンブロックフィルタなどの円筒形のカーボンブロッ
クフィルタ組立体であり、カーボンブロックは活性炭粒子と結合材とを含み、活性炭粒子
は約６０ミクロンから約８０ミクロンの範囲の平均粒径を有する。また、活性炭粒子は、
約１４０メッシュよりも大きい活性炭粒子が約１０質量％以下であり、約５００メッシュ
よりも小さい活性炭粒子が約１０質量％以下である粒子サイズ分布を有する。あるいは、
フィルタブロック５５０の各々には、互いに異なる炭素混合物を提供することができる。
さらに別の形態において、１または複数のフィルタブロック５５０を、プリーツ付きペー
パーフィルタなどのペーパーフィルタ、プリーツ付き織物フィルタ、樹脂ビーズ材料、中
空ファイバ薄膜フィルタなどの他のタイプの濾材、または特定のタイプの汚染物質を濾過
するためのフィルタにすることができる。１つの実施形態において、フィルタブロック５
５０のうちの１つはプリーツ付きペーパープレフィルタであり、これが、カーボンブロッ
クフィルタである第二フィルタブロック５５０の上に積み重ねられる。１つの実施形態に
おいて、ＷＴＳ４００は、フィルタ組立体４２０のみを備えることができ、殺菌組立体４
２２を備えない。
【００６６】
　図解される実施形態において、任意選択の殺菌組立体４２２は紫外線（ＵＶ）リアクタ
であり、第一及び第二実施形態に関連して上述したＵＶリアクタと実質的に同じに機能す
るので、重ねて詳細には記載されない。図３１、３６及び３７に示されているように、Ｕ
Ｖリアクタ４２２は、ＵＶランプ５７０と、水晶管５７２と、ＵＶリアクタバッフル５７
４と、バッフルシート５７６と、二次エレクトロニクス５７８と、ＵＶランプカバー５８
０とを含む。
【００６７】
　ＵＶランプ５７０は、ＵＶランプ上方に位置決めされたエレクトロニクスモジュール４
３９内に配置された一次エレクトロニクスと二次エレクトロニクス５７８との間の電気接
続を介して電球に誘導的に電力を供給することができるように、二次コイルを含む二次エ
レクトロニクスに電気的に接続された２つの並んでいる発光電球５８２を含む。ＵＶリア
クタ要素は、中央バッフル４１６がＵＶリアクタハウジングを形成するように、中央バッ
フル４１６の内部開口内部に嵌合する。１つの実施形態において、バッフル５７４の底部
は、水がＵＶリアクタへ流入できるように切欠き部５７５を含む。１つの実施形態におい
て、ＵＶリアクタ要素４２２は、クリップ４２３によって中央バッフル４１６上の所定の
位置に保持され、図３４に示されるように中央バッフル４１６の底部を通過してＵＶリア
クタ要素を引き出すことによって、ＵＶリアクタ要素４２２を取り外すことができる。上
述のように、記載されたＵＶリアクタの代わりに、他のＵＶリアクタ構成を含む多様な別
の殺菌モジュールを使用することができる。
【００６８】
　最初の２つの実施形態と同様に、フィルタ組立体４２０及び殺菌組立体４２２は、各々
、組立体に取り付けられたまたはその内部に嵌合された情報タグを含むことができる。情
報タグは、上述のように、使用中の特定のフィルタまたは組立体に関する情報を記憶し、
このような使用に関連するパラメータを記録するのに使用される。エレクトロニクスモジ
ュール４３９及びモジュール４４１内部のセンサは、誘導的に情報タグに電力を供給する
と共に情報タグと通信して、記憶された情報及び記録されたパラメータに関する詳細を入
手する。
【００６９】
　上記の記載は本発明の現在の実施形態のものである。添付した特許請求の範囲において
定義されるように、本発明の思想及び広義の形態から逸脱することなく、様々な変更及び
変化を加えることができる。特許請求の範囲は均等物の原則を含めて特許法の原則に則っ
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て解釈されるべきである。
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